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【手続補正書】
【提出日】平成28年12月14日(2016.12.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　細胞に内部移行する非複製型ラブドウイルス由来粒子を含む、癌性細胞の治療用組成物
であって、
前記ラブドウイルス由来粒子が、架橋されたＲＮＡ、又は、少なくとも二つ以上の不連続
なＲＮＡポリヌクレオチドに切断されたＲＮＡを有する治療用組成物。
【請求項２】
　前記ラブドウイルス由来粒子が、下記（１）及び／又は（２）を有する、請求項１に記
載の治療用組成物；
（１）他のＲＮＡヌクレオチド、前記ＲＮＡを取り囲む蛋白質構造体の蛋白質におけるア
ミノ酸、もしくはその両方に架橋されたＲＮＡ、
（２）前記蛋白質構造体の別の蛋白質もしくは同一の蛋白質の別のアミノ酸に架橋された
、前記ＲＮＡを取り囲む蛋白質構造体。
【請求項３】
　前記ＲＮＡが架橋されたヌクレオチドを少なくとも０．０５％含む、請求項１に記載の
治療用組成物。
【請求項４】
　前記ラブドウイルス由来粒子が１粒子あたり少なくとも６０のＧ蛋白質を有する、請求
項１に記載の治療用組成物。
【請求項５】
　第二の薬剤と組み合わせて使用する、請求項１に記載の治療用組成物。
【請求項６】
　生ラブドウイルスをＲＮＡ傷害剤に曝露して該ウイルスのＲＮＡを架橋及び／又は切断
することで製造される、請求項１に記載の治療用組成物。
【請求項７】
　前記薬剤が化学療法剤である、請求項５に記載の治療用組成物。
【請求項８】
　生ラブドウイルスを、該ウイルスのＲＮＡを架橋及び／又は切断する条件下でＲＮＡ傷
害剤に曝露して、細胞に内部移行する非複製型ラブドウイルス由来粒子を製造する工程を
含む、請求項１に記載の治療用組成物の製造方法。
【請求項９】
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　前記ＲＮＡ傷害剤が電磁放射、及び／又は、架橋剤である、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記電磁放射が約１ｍｍより短い波長を有する、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ＲＮＡ傷害剤が、１００ｍＪ／ｃｍ２と８，０００ｍＪ／ｃｍ２の間の線量の電磁
放射、又は、１ｋＧｙと５０ｋＧｙの間の線量のガンマ線照射である、請求項９に記載の
方法。
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